
 
 

    

 

 

関
東
大
震
災
と
大
阪
～
お
で
ん
の
和
～ 

今
月
一
日
は
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
年
と
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
も
新

し
い
現
代
の
日
本
に
お
い
て
は
、
当
時
に
思
い
を
致
す

時
、
心
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

そ
ん
な
関
東
大
震
災
の
時
、
大
阪
梅
田
で
は
震
度
四

ほ
ど
で
、
ち
ょ
っ
と
揺
れ
た
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
後
、
東
京
の
惨
状
が
分
か
る
に
つ
れ
、

た
だ
ち
に
大
阪
市
は
助
役
ら
十
人
を
、
大
阪
商
船
シ
カ

ゴ
丸
で
派
遣
。
こ
れ
は
全
国
で
も
か
な
り
早
い
対
応
で

し
た
。 

そ
の
後
、
後
に
大
阪
市
長
と
な
る
関
一
氏
を
中

心
に
臨
時
救
援
部
が
組
織
さ
れ
、
食
料
、
人
手
、
資
材
、

報
道
な
ど
の
派
遣
を
後
押
し
し
、
ま
た
、
協
和
連
合
会
と

い
う
市
内
町
内
会
の
連
合
で
は
、
秋
の
遠
足
や
、
地
域
行

事
を
中
止
し
、
そ
の
予
算
を
全
て
震
災
義
捐
金
と
し
て

供
出
す
る
な
ど
、
オ
ー
ル
大
阪
で
支
え
て
い
た
事
が
史

料
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
大
阪
の
支
援
の
ひ
と
つ
に
、
お
で
ん
の
炊

き
出
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
お
で
ん
は
元
々
、
室
町
時
代
に
作

ら
れ
た
焼
き
田
楽
に
端
を
発
し
、
そ
れ
が
宮
中
女
房
言

葉
で
「
で
ん
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
に
接
頭
語
の
「
お
」
を

つ
け
て
「
お
で
ん
」
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

こ
れ
が
関
東
へ
伝
わ
り
、
更
に
江
戸
時
代
に
濃
口
醤

油
が
発
明
さ
れ
た
事
で
、
煮
込
み
田
楽
と
し
て
鰹
出
汁

の
甘
辛
く
煮
た
お
で
ん
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
が
上
方
に
伝
わ
っ
た
事
か
ら
「
関
東
煮(

か
ん
と
だ
き)

」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
関
西
で
は
更
に
改
良
が
加
え
ら
れ
、
昆
布
出
汁
の
薄

味
に
仕
上
げ
、
今
の
お
で
ん
の
味
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

関
東
大
震
災
の
炊
き
出
し
の
際
、「
関
東
の
人
な
ら
関

東
煮
だ
ろ
う
」
と
い
う
事
で
、
関
西
の
人
が
作
っ
た
薄
味

の
関
東
煮
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
そ
こ
で
初
め
て
関
東
で
も

関
西
風
の
薄
味
の
お
で
ん
が
広
ま
る
契
機
と
な
り
、 

更
に
昨
今
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
は
概
ね
関
西
風
の

味
付
け
で
あ
る
事
か
ら
、
現
代
の
お
で
ん
は
関
西
味
が

一
般
的
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

何
か
と
食
文
化
に
お
い
て
は
対
立
し
合
う
関
西
と
関

東
で
す
が
、
名
前
は
宮
中
、
煮
込
み
は
関
東
、
味
は
関
西

と
廻
り
巡
り
、
そ
し
て
被
災
時
の
炊
き
出
し
に
出
さ
れ

る
形
で
東
西
を
繋
い
だ
お
で
ん
は
「
和
の
味
」
と
し
て
、

き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
秋
深
ま
り
ゆ
く
中
、
心
も
お
腹

も
あ
た
た
め
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。 

 

 

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
「
あ
れ
」
の
日
の
対
応 

今
期
、
プ
ロ
野
球
球
団
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
当

該
社
報
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
首
位
を
独
走
と
、
大
変

好
調
と
い
う
事
も
あ
り
、
岡
田
彰
布
監
督
の
仰
ら
れ
て

い
る
「
あ
れ
」
が
現
実
味
を
帯
び
て
参
り
ま
し
た
。 

も
し
「
あ
れ
」
し
た
場
合
、
セ
・
リ
ー
グ
で
は
十
八

年
ぶ
り
、
更
に
も
し
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
「
あ
れ
」
し
た

場
合
、
日
本
一
は
三
十
八
年
ぶ
り
と
い
う
事
も
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
喜
び
も
加
わ
り
梅
田
で
も
大
変
な

狂
喜
乱
舞
の
騒
動
が
想
像
さ
れ
ま
す
。 

騒
動
に
よ
る
境
内
損
壊
行
為
を
防
ぐ
為
、「
あ
れ
」
ま

で
あ
と
一
勝
と
い
う
試
合
日
に
つ
い
て
は
、
当
宮
御
本

社
、
御
旅
社
と
も
に
閉
門
時
間
を
大
幅
に
繰
り
上
げ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
事
、
何
卒
ご
了
承
下
さ
い
ま
せ
。 

 

 
今 

月 

の 

暦 

【
御
旅
社
授
与
所(

茶
屋
町) 

御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

九
月
廿
八
日(
木) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

                        

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 
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Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
二
二
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

社
報
「
喜
多
埜
」
毎
月
一
日
発
行 

※ 

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、 

十
五
日
に
一
月
号
を
発
行 

【
祭
礼
】 

          

【
節
供
】 

  

【
節
気
】 

    

【
雑
節
】 
        

【
大
安
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
朔
望
】 

   

【
旬
】 

 

 

北
野
祭 

遥
拝
式(

四
日) 

…

京
都
北
野
天
満
宮
例
祭
を
遥
拝 

嵯
峨
天
皇
御
降
誕
祭(

七
日)…

嵯
峨
天
皇
さ
ま
の
御
誕
生
当
日 

秋
季
皇
霊
祭(

廿
三
日)…

神
事
の
み
。
祖
先
崇
拝
。
豊
穣
祈
願 

明
月
祭(

廿
九
日) 

…

十
五
夜
。
菅
家
の
故
事
。
神
事
の
み 

  

重
陽
の
節
句(

九
日)…

五
節
句
の
一
つ
。
長
寿
祈
念
。 
   

白
露(

八
日)…

大
気
が
冷
え
始
め
、
降
り
た
露
が
白
く
光
る
頃 

秋
分(

廿
三
日)…

昼
夜
等
分
の
候
。
秋
風
が
訪
れ
る
頃 

   

秋
の
彼
岸(

九
月
廿
日
～
九
月
二
十
六
日) 
お
墓
参
り 

秋
の
社
日(

廿
七
日)…

産
土
神
を
詣
で
る
。
ボ
ケ
封
じ 

中
秋
の
名
月(

廿
九
日)…

旧
暦
八
月
十
五
日
。
十
五
夜
お
月
見
。 

   

九
月
一
日
、
七
日
、
十
三
日
、
十
八
日
、
廿
四
日
、
丗
日 

   

敬
老
の
日(

十
八
日) 

秋
分
の
日(

廿
三
日) 

    

下
弦(

七
日)

、
朔
月(

十
五
日)

、
上
弦(

廿
三
日)

、
満
月(

廿
九
日)

 

 

[

野 

菜] 

秋
ナ
ス
、
蓮
根
、
日
本
南
瓜
、
里
芋
、
ず
い
き 

[

果 

物] 

柿
、
梨
、
葡
萄
、
ザ
ク
ロ 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
カ
レ
イ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
赤
貝 

[

そ
の
他] 

秋
の
七
草
、
秋
の
夜
長
、
ス
ズ
ム
シ 


